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9. 研究実績の概要

研究代表者はこれまでの先行結果をもとに、シロイヌナズナのアクチン脱重合因子ADFが、細胞核の構造制御を介して病害応答に関わ
る遺伝子発現の制御を行っている、という仮説を立てている。本研究課題はこの仮説の検証を目的としており、遺伝子発現制御に関す
る新たな機構を解明し、また植物病害の新しい防除法確立につながる基盤研究としての意義を持つ。
上述の目的のため、本年度は、（１）ADFの欠損が細胞核形態に与える影響についての形態学的解析、（２）ADFの欠損が遺伝子発現に
与える影響についてのマイクロアレイ解析、の２つの解析を中心に進めた。
（１）については予備実験において、同じサブクラスに属する4つのADF、ADF1-4すべての発現を抑制した株で、成熟葉の細胞核ヘテロ
クロマチンサイズが減少することを示していた。本年度は画像定量解析により、このADF1-4発現抑制株におけるヘテロクロマチンサイ
ズの減少を定量的に示した。またこのヘテロクロマチンサイズの減少が、芽生えの時期の根や子葉では見られないことを明らかにした
。この結果は、ADF1-4の発現が、芽生えよりも成熟器官で上昇している事実と合致している。また本年度は、細胞核の形態をさらに詳
細に解析するため、ADF4欠損変異体adf4およびADF1-4発現抑制株と細胞核構造マーカーラインとの掛け合わせを進めた。
（２）については、野生株およびadf4、ADF1-4発現抑制株の、病原体非感染葉・感染葉のcDNAを用いてマイクロアレイ解析を行い、ad
f4で100以上、ADF1-4発現抑制株で500以上の遺伝子が、それぞれ発現上昇・減少を示すこと、発現上昇を示す遺伝子数よりも発現減少
を示す遺伝子数のほうが多いことを明らかにした。GO解析の結果、これら発現減少を示す遺伝子には、病原体応答や免疫応答関連の遺
伝子が多く含まれていることが明らかになった。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。



  ２版

（3）やや遅れている。

当初の計画では、本研究課題の初年度である平成28年度、ADF変異体の細胞核形態解析や、変異体と細胞核マーカーラインとの掛け合
わせによるホモラインの確立まで行う予定だったが、昨年4月に所属機関において形質転換植物体の流出が発生し、その後半年に渡っ
て形質転換植物体を使った実験が禁止になったため、全体的に実験の進行がやや遅れている。
また当初、病原体を使った解析には、ADF欠損株が抵抗性の上昇を示すことを明らかにしている糸状菌病原体うどんこ病菌を用いる予
定だったが、うどんこ病菌実験の協力を仰いでいた奈良先端大西條研究室でうどんこ病菌が全滅したため、この実験の遂行が不可能に
なった。これについては現在、西條研究室で扱っている別の糸状菌病原体を用いた実験を計画している。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

アクチン脱重合因子 細胞核構造 ヘテロクロマチン マイクロアレイ解析

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

今後は当初の研究計画に沿って、細胞核形態マーカーラインを用いたADF欠損変異体の細胞核形態についての詳細な解析、核内アクチ
ン繊維可視化ラインの確立とそのラインを用いた観察を進める。また、マイクロアレイ解析で明らかになった、ADFによる発現制御を
受ける候補遺伝子について、定量的RT-PCR解析を含む詳細な解析を行う。
当初計画していたうどんこ病菌感染実験については、上述の通り遂行が不可能になったため、現在異なる糸状菌病原体（アブラナ科炭
疽病菌）を用いた実験を進めているが、ADFの欠損変異体がこの病原体に対して表現型を示さない場合、うどんこ病菌を維持している
アメリカ合衆国のラボと共同研究を確立することにより、当初の計画を進めることも計画している。

（理由）
マイクロアレイ解析については、当初それぞれのサンプルについて3回の異なる実験を計画していた。しかし平成28年度、所属機関に
おいて長期間遺伝子組み換え植物体実験が停止されたこと、および、予定していた病原体実験の遂行が不可能になったことから、以前
抽出していた実験2回分のRNAを用いてアレイ解析を行った。このため、アレイ解析に使用する予定だった予算の一部が今年度未使用と
なった。また、細胞核形態の定量解析については当初外注を計画していたが、ABiS（先端バイオイメージング支援プラットフォーム）
の支援を受けることが決定したため、この予算分が未使用となり次年度に回した。

（使用計画）
現在行っているアブラナ科炭疽病菌を用いた実験で、ADF欠損変異体が表現型を示すことが確認できれば、その系を用いた実験を進め
る予定である。表現型が確認できない場合、うどんこ病菌を維持しているアメリカ合衆国のラボと共同研究を確立し、当初計画どおり
の実験を進める。次年度使用額はそのいずれかの実験に使用する予定である。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）
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2 0 1 6
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発行年

発行年

発行年

－

－

－

Scientific Reports

Plant&Cell Physiology

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）
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国際共著

国際共著
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最初と最後の頁

最初と最後の頁

有

有

有

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

査読の有無

査読の有無

査読の有無

Inada, N.

Phengchat, R., Tanaka, H., Morii, K., Inada, N., Murakoshi,
H., Uchiyama, S., and Fukui, K.

Yoshinari, A., Fujimoto, M., Ueda, T., Inada, N., Naito, S.,
and Takano, J.

巻

巻

巻

Journal of Plant Research

Plant Actin Depolymerizing Factor Actin microfilament disassembly and more.

Calcium ions function as a booster of chromosome condensation.

DRP1-dependent endocytosis is essential for polar localization and boron-induced
degradation of the borate transporter BOR1 in Arabidopsis thaliana.

著　者　名

著　者　名
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オープンアクセスとしている（また、その予定である）
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論　　文　　標　　題

130

6
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227-238
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〔学会発表〕　計（４）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

発　表　者　名
稲田のりこ、桧垣匠、馳澤盛一郎

発　　表　　標　　題
病害応答における植物アクチン脱重合因子の機能解析

発　表　場　所

日本植物学会第80回大会 沖縄コンベンション・センター（沖縄県宜野湾市）

学　会　等　名 発表年月日
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Cytologia
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Inada, N.

巻

Modulation of plant RAB GTPase-mediated membrane trafficking pathway at the
interface between plants and obligate biotrophic pathogens.

Visualization of host actin microfilament dynamicity upon obligate biotrophic
pathogen infection.

著　者　名

著　者　名
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〔図書〕　計（０）件
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病害応答における植物アクチン脱重合因子の機能解析

シロイヌナズナのホウ酸輸送隊BOR1の偏在と分解を制御するエンドサイトーシス機構

発　表　場　所

発　表　場　所

2016年07月02日～
2016年07月03日

2016年05月25日～
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日本植物形態学会第28回大会

第11回トランスポーター研究会年会
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14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考

国内・外国の別

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

出願年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日産業財産権の名称

国内・外国の別権利者 出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号発明者
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